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災害が起きたときの被災者救援なんかは、市役所のいまの陣容では出来ない仕事で、そ
ういった市役所には出来ない仕事がある。それを市民の力でという事だと思う。

人のつながりがなくなってきている。以前無かったような悲惨な事件もおきている。人
のつながりを取り戻すことが小さな協働と思う。

なぜ協働という言葉を使ったのか。使うためには、協働って何なのかを説明しなければ
ならない。もっと一般に使われている言葉でわかりやすく表現できないか。身近な事例
で説明すれば。

市民向け協働指針説明資料の冒頭の文書作成をお願いしていたが、それぞれお読みいた
だきたい。

＜３ページ以降の資料のとおり＞

それぞれのいいところを合体して作っていきたい。

協働そのものを住民の原点回帰、住民自治の基本的なところで協働を考えていくとした
場合、既得権益として行政サービスを受けていた人にとって、なかなか理解されない。
表面だけの言葉を並べた指針にはしたくない。

指針のパブリックコメントで、財政難という事が協働の要因の一つとされているが、財
政状況がどうであれ、協働は進めていかなければならない。財政難を要因とするのはお
かしいという意見があった。

出席者
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協働というのも行政の視点。自分たちの視点で考え、組みなおしていかなければという
気がする。公共サービスにこだわらないで、つながっていくとか仲間がいるとか、そう
いったところに特化していくのがいいかもしれない。

協働という言葉は特に行政の文書でよく使われていて、一般化されている様に思える
が、さて、協働とは何かと考えたときなかなか答えが出てこない。ただ、同じ市民で
あっても様々な状況があり、協働という流れに乗れないからといって排除してしまう事
は避けなければならない。

町内のゴミ拾いや除雪といった身近な事で説明するのはわかりやすいと思うが、それで
終わってしまってはつまらない協働になってしまう。自分たちのまちを自分たちが主役
で作っていくという気持ちを起こさせるような、わくわくするような説明が必要だと考
える。

市民、行政、議会、企業のそれぞれの活動をつなげていかなければならない。いっしょ
にまちづくりを考えることが必要。
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広報誌で市の財政状況や予算を載せているが、納めている税金は市民一人当りいくらい
くらとはっきり出せば、行政で出来る限界がわかり、自分たちも何かをしなければと考
えるかもしれない。

いままでどおりの暮らしかたでいっても、まちづくりに関わるという主体性感がない。
いままではそうやってやってきたが、これからはというきっかけとなるものにしていき
たい。
今までは一方通行で、行政はサービスの提供、市民はそれを受けるだの関係だった。

行政側からの書き方でなくて市民側からの書き方にする必要がある。
行政が情報を出し市民がチェック機能を働かせ、少ない財源を々使っていくかを市民と
の協働で決めていくという意味合いで書く事が必要。

財政難、国からの補助金や交付金の削減は事実であるので、そうした状況で自分たちの
出来る事はなんだろうかということいっしょに考えていかなければならない。現実はこ
うだということを示すべきでは。市にお金がなくなってしまったが、私たちに出来る事
はたくさんあるという投げかけになればいい。

理想的なのは自分たちで出来る事は自分たちで、隣近所で出来る事は隣近所で解決し、
どうしても手におえない事を、市役所に相談しいっしょに解決するとういのが協働と考
えている。

皆さんに書いてきてもらった文書と今日の議論を踏まえて、事務局で案を作成し、次回
の会議の案内のときに送ってもらって修正していく事とする。

市民が出来る、出来ない事を行政がという役割分担を、行政も含めてみんなが意識でき
ればいい。

2000年の有珠山噴火の避難所の担当者として現地にいたとき、始めは行政に対する様々
な要望等があったが、1週間もすると避難民自ら自治組織を立ち上げ、自分たちで出来る
事は自分たちでという意識が出来上がった。いま考えるとそれも協働だった。

情報、物が沢山あり他人に頼らなくても生きていける社会になった。そういったものへ
の依存度が高まる事によって、一人で生きていけると過信したところがあるのでは。
まず行政と同じ土俵に立つことが必要。そこから市民が出来る事、行政が出来ることを
考えていく。
昔どおりの役割分担とはならないことから、できるだけコミニュケーション能力に特化
して、いい意味での村社会的なあり方、心のあり方を再認識していくことを協働に結び
付けていくのがわかりやすいのではないか。

以前あった向こう三軒両隣的なつながりが無くなってしまっている。それが復活してく
れば、ずいぶん変わってくると思う。なぜそういったことがわずらわしくなったのか。

それは、私たちの理想のまちづくりであり、あえて、協働という言葉は出てこなくても
よくなる。
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